
 第３０回三隅地区親鸞聖人聖蹟巡拝団

 ご本山参りと井波の瑞泉寺・五箇山の旅　参拝団募集

2009(平成21)年６月22日(月)～24日(水)　二泊三日

参加費　83,000円

極楽寺だより　2009(平成21)年４月　号外

◇ 豊原でも、稚児行列があります！

◇ たくさんのお稚児さん! たくさんのお寺さん!!

◆ いよいよ、近づきました。行き届かない点が、数多くあるやもしれません。皆様よろしくお願い致します。

【法要についてのお願い　表面より続き】

　二日目の稚児宿は、豊原の小林　明様方です。十二時五十分頃、豊原コミュニティセンターから夏柑

共同選果場までを、ご縁のある稚児さんと共に稚児行列を組みます。

その後、野波瀬へ移動し、他の稚児さんと合流して、改めて行列を組みます。

　野波瀬はもちろんのこと、豊原の稚児行列もぜひ見に来て下さい。

　今回の法要は、たくさんのお寺さんが来られます。大津東組内をはじめ、親戚、友人、そして楽人と、一日30

人以上! !  日頃、こんなにたくさんのお寺さんを一度に見ることなんて、まずありません。かなり貴重な体験になり

ますよ。また、お稚児さんも、初日が50人、二日目が30人とたくさんの申し込みがありました。にぎやかで、盛大

な法要になりそうで楽しみです。稚児申し込みは、ぎりぎりまで大丈夫です。ぜひお問い合わせ下さい。

　先日、新聞折込みでご案内しましたとおり、二年に一度のご本山参りの募集です。
　今年は、彫り物で有名であり、北陸真宗の中心寺院である井波の瑞泉寺や、世界遺産に登録さ
れた合掌造りの一つでもあり、妙好人赤尾の道宗ゆかりの五箇山へ参ります。
　どうぞ、ご参加下さい。申し込みは、極楽寺まで。
　締め切りは五月十五日までですが、継職法要中(五月四日、五日)の申し込みはご遠慮下さい。
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